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　市内三条町にある会下山遺跡は、弥生時代中
期から後期（約2000年前）の、珍しい高地性集落
跡です。昭和35年には、その学術的な重要性が評
価され、兵庫県の史跡第１号に指定されました。
　最初の発掘から半世紀ぶりに行われた今回の
調査で、会下山遺跡は国を代表する弥生時代の
高地性集落であり、全山のいたるところにさま
ざまな機能を持つ遺構が確認されました。
　市制70周年を迎える本年、今回の調査結果を
踏まえ、会下山遺跡は国史跡を目指します。
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えげのやま

　

本
年
は
、
昭
和
十
五
年
に「
芦
屋
市
」が
誕
生
し
て
、

七
十
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
ま
た
、
あ

の
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
か
ら
十
五
年
目
と
い
う
、

節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
市
が
、今
後
と
も
清
潔
で
気
品
漂
う
、芦
屋
ら
し

い
ま
ち
で
あ
り
続
け
ら
れ
ま
す
よ
う
、一
層
力
強
く

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
、さ
ら
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
、

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
二
年　

元
旦

　

芦
屋
市
長　
　
　
　

山
中　
　

健　

   
芦
屋
市
議
会
議
長　

都
筑　

省
三　
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迎
春

謹
賀
新
年
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私
た
ち
市
議
会
議
員
は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
年
賀
状

等
で
の
ご
あ
い
さ
つ
が
原
則
的
に
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
例
年
、
市
広
報
紙
を
通
じ
て

ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
十
一
月
に
市
制
施
行
七
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

本
市
は
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
未
来
に
希

望
が
持
て
る
よ
う
な
輝
か
し
い
一
年
に
な
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
、国
で
は
政
権
交
代
も
行
わ
れ
、地
方
分
権
・
地
域

主
権
が
改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
分
権
時
代
に
お
け

る
住
民
自
治
を
確
立
す
る
上
で
、
議
会
の
果
た
す
役
割
と

責
任
は
、
ま
す
ま
す
重
大
に
な
る
と
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
民
意
の
反
映
と
市
政
の

チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
、
従
前
に
も
増
し
て
日
々
の
研
さ
ん
を

重
ね
て
い
く
決
意
を
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年　

元
旦
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�����　１月４日～２月５日������　①キャッチフレーズ（記
念事業の実施方針の内容に沿った、市民に親しまれるもの）②シンボルマー
ク（市制70周年を表し、インパクトのあるもの）　���　特になし　��
��　応募用紙１枚につき１点とし、自作未発表のもの。点数・色彩・画材・
技法等は自由（※著作権その他第三者の権利を侵害しているものは不可）　
���　①17字以内②特５色以内（単色可）・Ａ４以内（15㎝×15㎝）／デー
タサイズ２ＭＧ以内（JPEGまたはGIF）　�����　所定の応募用紙に
必要事項を記入の上、作品と一緒に郵送またはメールで上記へ
※選考の上、最優秀賞（１点）・優秀賞（２点）を決定します。同一作品の応募
　が複数の場合は、抽選します。受賞者には記念品を進呈（複数は抽選）。
※詳しくは、応募要領・市ホームページをご覧ください。
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